
「
テ
ロ
等
準
備
罪
法
案
に
反

対
す
る
意
見
書
」の
提
出
を

求
め
る
請
願�

採
択　

「テロ等準備罪法案に反対する意見書」の提出

を求める請願が採択　７人の議員が討論

意見書が可決

　

４
３
８
名
の
請
願
が
提
出

さ
れ
、
６
月
12
日
の
総
務
産

業
委
員
会
で
審
査
を
行
い
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
し
て
本

会
議
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
・
討
論
を
行
い
、
採

決
の
結
果
、
採
択
さ
れ
、
意

見
書
の
提
出
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

６
月
14
日
付
で
政
府
・
関

係
機
関
へ
鳩
山
町
議
会
と
し

て
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

テ
ロ
な
ど
の
「
組
織
的
犯

罪
」
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
で

あ
り
、
国
内
法
整
備
は
、
Ｔ

Ｏ
Ｃ
条
約
に
不
可
欠
で
あ
る
。

　

条
約
が
締
結
さ
れ
れ
ば
、

当
局
同
士
の
直
接
の
や
り
取

り
に
よ
る
捜
査
共
助
の
迅
速

な
取
引
が
可
能
と
な
る
。　

　

組
織
犯
罪
か
ら
国
民
と
、

日
本
に
来
る
外
国
の
方
々
を

守
る
た
め
に
法
整
備
を
行
う

こ
と
は
、
法
治
国
家
と
し
て

当
然
の
責
務
で
あ
る
。
日
本

が
法
の
抜
け
穴
に
な
っ
て
は

な
ら
な
い
。�

（
中
山
）

　

政
府
は
テ
ロ
を
防
ぐ
た
め

と
し
て
い
る
が
定
義
も
曖
昧

で
、
担
当
大
臣
自
身
が
よ
く

わ
か
ら
な
い
法
案
を
国
民
に

理
解
を
求
め
る
こ
と
に
無
理

が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
、
担
保
さ
れ
る
べ
き

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
護
も

見
当
た
ら
ず
、
国
民
の
生
活

へ
の
影
響
は
大
き
い
。　
　

　

テ
ロ
対
策
を
名
目
に
一
般

人
の
生
活
ま
で
監
視
し
、
自

由
と
民
主
主
義
を
危
う
く
す

る
法
案
で
あ
り
、
看
過
で
き

な
い
。�

（
石
井
計
次
）

　

組
織
的
犯
罪
集
団
が
重
大

犯
罪
を
実
行
す
る
前
の
段
階

で
、
検
挙
・
処
罰
を
可
能
に

し
て
、
国
民
の
安
全
を
テ
ロ

等
の
組
織
犯
罪
か
ら
守
る
た

め
の
法
改
正
で
、
テ
ロ
が
多

発
し
て
い
る
世
界
の
現
状
を

考
え
る
と
、
早
急
に
整
備
す

べ
き
。
捜
査
機
関
の
乱
用
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
政
治
や
メ

デ
ィ
ア
の
監
視
は
も
ち
ろ
ん
、

国
民
が
し
っ
か
り
監
視
す
る

必
要
が
あ
る
。
廃
案
あ
り
き

で
、
議
論
が
進
ま
な
い
こ
と

は
残
念
だ
。�

（
大
賀
）

　

テ
ロ
等
を
未
然
に
防
ぐ
に

は
あ
る
程
度
の
監
視
や
盗
聴

が
必
要
だ
。
一
方
で
、「
監

視
社
会
」
に
な
ら
な
い
よ
う

捜
査
機
関
活
動
の
い
き
過
ぎ

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
が

必
要
に
な
る

　

現
段
階
で
は
そ
の
制
度
づ

く
り
に
関
す
る
議
論
も
な
く
、

国
民
の
不
安
を
払
拭
で
き
な

い
。
捜
査
機
関
を
信
頼
で
き

な
け
れ
ば
、
法
案
の
正
当
性

は
根
本
か
ら
揺
ら
ぐ
。　
　

　

法
案
の
成
立
は
時
期
尚
早

だ
。�

（
日
坂
） 

〈
反
対
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

テロ等準備罪法案に反対する意見書

 政府は、「テロ等準備罪法案（組織的犯罪処罰
法改正案）」の今通常国会での成立を目指してい
る。
 政府は、現在187の国と地域が締結している国
際組織犯罪防止条約を日本が締結するために共謀
罪の創設が不可欠としている。しかし国連は本条
約の締結要件に加盟国の刑法原則を変えることは
求めておらず、批准は現行法での対応で可能であ
る。そもそも、この国際組織犯罪防止条約は国境
を越えた経済犯罪に対抗するための国際条約で、
テロ対策を目的とするものではない。
 絞り込んだとされる277の対象となる罪には、
テロとの関わりを想定しにくいものがたくさんあ
る。また、適用対象を「組織的犯罪集団」と限定
し、一般市民はこれに入らないとしているが、野
党から「組織的犯罪集団」の定義を幾度となく問
われても、いまだに明確な答弁はない。『もとも
と正当な活動をしている市民団体でも、性質が一
変した、と捜査機関が判断すれば「組織的犯罪集
団」に当たる』とする主旨の答弁があり、あらゆ
る団体が対象となりえ、市民活動が委縮してしま
うことを危惧する。
 本法案は、思想ではなく行為を罰する、という
近代刑法の原則を根底からくずすものであり、い
かに対象犯罪を絞り込んだとしても、成立要件で
ある「準備行為」が曖昧なため、捜査機関による
恣意的な運用が懸念される。
 本法案が成立すれば市民生活、社会に及ぼす影
響は計り知れない。町民相互の信頼が失われ、厳
しい監視社会の到来が危惧される。
 以上、地方自治法第99条の規定に基づき意見
書を提出します。
 平成29年６月14日

� （一部省略）
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国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約

を
締
結
す
る
た
め
の
国
内
法

が
未
成
立
の
た
め
、
条
約
の

締
結
が
で
き
て
い
な
い
。　

　

３
年
後
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
等
の
開
催
を
控

え
、
テ
ロ
を
含
む
組
織
犯
罪

の
未
然
防
止
に
万
全
の
態
勢

を
整
え
、
国
民
の
生
命
・
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
国
際

組
織
犯
罪
防
止
条
約
を
締
結

す
る
事
が
我
が
国
の
責
務
だ
。

　

法
案
を
早
期
に
提
出
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
、
意
見
書
の

提
出
に
反
対
す
る
。�

（
森
）

　

テ
ロ
等
準
備
罪
法
案
は
、

三
度
廃
案
に
な
っ
た
共
謀
罪

と
全
く
同
じ
だ
。　
　
　
　

　

こ
の
法
案
は
、
市
民
団
体

な
ど
の
活
動
を
監
視
、
取
締

ま
り
、
憲
法
改
定
に
反
対
す

る
世
論
を
封
じ
込
め
る
狙
い

が
あ
る
。
短
期
間
で
町
民
を

中
心
に
４
３
８
名
も
の
署
名

を
い
た
だ
い
た
。

　

国
連
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ケ
ナ

タ
ッ
チ
特
別
報
告
者
は
「
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
や
表
現
の
自
由

を
制
約
す
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
。�

（
根
岸
）

　

農
業
者
個
別
所
得
補
償
制

度
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障

の
側
面
が
強
く
、
当
時
の
政

権
の
ば
ら
ま
き
の
印
象
が
強

い
。
政
府
に
は
、
農
業
の
構

造
、
す
な
わ
ち
老
齢
化
と
後

継
者
不
足
の
抜
本
的
な
改
革

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
、

他
の
産
業
の
理
解
を
得
る
観

点
か
ら
も
、
農
業
を
支
え
る

た
め
の
適
切
な
支
援
策
と
は

言
え
な
い
と
考
え
、
反
対
と

す
る
。�

（
大
賀
）

　

米
の
生
産
費
を
考
え
る
と
、

米
は
買
っ
た
方
が
安
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。
米
づ
く
り
が

で
き
な
い
と
農
地
は
荒
れ
る
。

　

学
校
給
食
や
農
協
直
売
所

の
米
は
不
足
し
、食
育
に
も

影
響
が
出
る
。安
定
的
生
産

を
促
し
、里
山
を
活
か
し
た

農
業
の
た
め
に
も
、こ
の
請

願
は
採
択
す
べ
き
だ
。�（
根
岸
）

　

経
営
所
得
安
定
対
策
と
名

を
変
え
半
減
し
、
30
年
か
ら

廃
止
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

稲
作
農
家
の
経
営
は
成
り

立
た
な
い
。
持
続
可
能
な
農

業
の
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち

の
給
食
に
安
全
な
米
を
届
け

る
た
め
に
も
、
米
生
産
者
の

支
援
が
必
要
だ
。�

（
小
川
）

　

総
務
産
業
委
員
会
の
席
上

で
は
、
基
盤
整
備
さ
れ
た
水

田
と
未
整
備
の
水
田
で
は
、

こ
の
制
度
は
公
平
・
平
等
性

に
欠
け
て
い
る
と
し
た
。　

　

そ
の
後
、
近
在
の
稲
作
農

家
の
方
や
、
荒
れ
地
を
整
備

し
て
い
る
環
境
団
体
の
方
々

の
意
見
を
熟
慮
し
て
、
個
別

所
得
補
償
制
度
の
復
活
に
賛

成
す
る
。�

（
森
） 

　

組
織
的
犯
罪
集
団
の
定
義

に
つ
い
て
も
、
ま
た
、
処
罰

と
な
る
判
断
基
準
に
つ
い
て

も
曖
昧
で
あ
り
法
案
が
成
熟

さ
れ
て
い
な
い
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
三
年
後
の
開
催
を
含
め
、

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
法

整
備
は
必
要
と
思
う
が
、
数

の
原
理
に
よ
る
強
行
採
決
で

な
く
民
主
主
義
の
原
則
に
則

り
、
き
ち
ん
と
し
た
審
議
を

慎
重
に
重
ね
る
べ
き
だ
。

�

（
石
井
徹
）

〈
反
対
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

〈
反
対
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

〈
賛
成
討
論
〉

「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
」の
復
活
を
求
め
る
請
願

�

不
採
択　

委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑

問　

学
校
給
食
で
町
内
産
の

米
を
届
け
る
た
め
に
も
、
所

得
補
償
制
度
の
復
活
を
。

答　

委
員
会
と
し
て
調
査
を

行
い
、
基
盤
整
備
等
の
観
点

か
ら
不
採
択
と
な
っ
た
。

問　

議
員
は
町
民
の
声
を
届

け
よ
う
と
い
う
が
、
委
員
会

は
農
家
の
声
を
聞
き
、
審
査

を
し
た
の
か
。

答　

農
業
を
営
ん
で
い
る
議

員
の
意
見
等
を
聞
き
、
慎
重

に
審
議
を
し
た
結
果
だ
。

１�．件名、請願要旨、請願理由をなるべく簡単に記載してくだ
さい。
２�．提出年月日、住所、氏名（法人及び団体は、その事務所
の所在地、名称及び代表者名）を記載し、押印してください。
３�．請願するには紹介議員が必要です。必ず議員に署名又は記
名押印してもらってください。
４�．道路・河川など、場所に関するものは、調査のうえ、正式
な名称を用いてください。
５�．国・県等へ意見書の提出を求めるものなどについては、意
見書案を添付してください。

請願の仕方

請願の流れ

請　
　
　

願

委
員
会
付
託

採　

択　

 

不
採
択
と

す
べ
き
・
す
べ
き　

本　

会　

議

採　

択

可　

決

不
採
択

否　

決

本
会
議
（
追
加
議
案
）

意
見
書
提
出

請
願
文
書

紹
介
議
員

福
祉
文
教

委
員
会

総
務
産
業

委
員
会

請
願
審
査

委
員
長
報
告

質
疑

討
論

議
会
運
営
委
員
会

意
見
書（
案
）

上
程

政
府
・
関
係
機
関
等

問問 答答

５　はとやま議会だよりNo.137


	鳩山議会だより137.pdf

